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■選挙で議員を
　選ぶ

■市の計画やお金の
　使い方を決める
■市の事業に市民の
　意見を反映させる

■市の計画やお金の使い
　方を提案・説明する

■市民のために
　仕事をする

市民

市長
（執行機関）

市議会
（議決機関）

■市民の声を
　聴く

■選挙で市長を
　選ぶ

東
近
江
市
議
会
【
定
例
会
】【
臨
時
会
】

■市長が市の仕事の
　計画やお金の使い
　方などを提案する
■提案の内容を説明する
■会派を代表して質問する など

■議案について、さらに詳しく
　調べたり話し合ったりする

たくさんの仕事を種類ごとに分
けて少ない人数でより専門的に
話し合う場

全員で
話し合う場

全員で
話し合う場

本会議

委員会

本会議

■委員会で話し合った
　内容を報告
■賛成または反対の立
　場で討論する
■賛成か反対かを採決する

会議を傍
ぼ う

聴
ち ょ う

してみませんか？
　市議会では、本会議、常任委員会、特別委員会が傍聴できます。傍聴される場合は議会事務局にお申し込みくださ
い。なお、本会議の様子はインターネットや東近江スマイルネットの中継でもご覧いただくことができます。皆さん
が選んだ市議会議員の活動や市政の方針などを身近に知るためにもぜひご覧ください。

東近江市の未来は、皆さんの声からつくられます

市議会議員って？
　市議会議員は、４年に１回行われる選挙によって市民の中から選ばれた代表です。市民の代表として、市長から出
された案について話し合い、承認するかどうかを判断する役割を担っています。市議会議員の人数は条例で定められ
ており、東近江市では２２人です。

市議会議員の仕事って？

➊ 地域の声を聴き、課題を見つける

❸ 議会で議論し、予算や条例を決める

❷ 現地を調べ、政策につなげる

❹ 活動を伝え、声が届く議会をつくる

市議会の役割は？
　東近江市民約１１万人で、まちのことを話し合う
のは大変です。そこで、代表として選ばれた市議会
議員が集まり話し合う仕組みが市議会です。市民の
声や地域の課題をもとに、市長が案を出し、市議会
で内容を確かめ、話し合います。承認されたものが
市の政策として行われ、私たちの暮らしにつながっ
ています。

　東近江市には、市街地から中山間地域まで多様な
暮らしがあります。議員は地域の集まりや行事、学
校・福祉・産業の現場などで市民の声を聴き、困り
ごとや課題を把握します。
　地域の声を市政に届けることが議員の大切な役割
です。

　市議会では、市長が提案する予算や計画、条例な
どについて委員会や本会議で議論し、採決します。
東近江市民の税金が何に使われ、どのように市の事
業が進むのかをチェックします。

　議会での議論や決まったことを、市民の皆さんに
分かりやすく伝えることも大切な仕事です。議会だ
よりや市議会ホームページ、インターネット中継、
地域での説明の機会などを通じて、身近で開かれた
議会を目指します。

　政策や課題の背景を正しく知るために、担当課か
ら説明を受けるだけでなく、現地の確認や関係者へ
の聞き取り、他市の先進事例の調査などを行います。
東近江市に合った解決策を考え、政策の提案につな
げます。

市議会の議論の流れは？
　市議会では、市長が提案した計画や予算などにつ
いて、まず本会議で説明を受けます。その後、委員
会で内容を詳しく調べ、話し合います。委員会での
話し合いを踏まえて、再び本会議で意見を交わし、
賛成か反対か採決を行います。市議会は、通常３月、
６月、９月、１２月の年４回開かれ、これを定例会
と呼んでいます。また必要があれば臨時会が開かれ
ます。

市民の声はどうやって届けるの？
　市民のだれもが直接、自分の意思を議会に要望する方法として請

せいがん

願・陳
ちんじょう

情があります。議員を通して提出するもの
を「請願」といい、本会議や関係する常任委員会で内容が審査されます。その結果、採択されたものは内容に関係す
る市の担当部署へ伝えられます。また、議員を通さずに提出する「陳情」については、その内容が請願に適合するも
のは、請願と同様の扱いとなります。必要に応じて国や県に対して意見書を提出することがあります。

市議会のこと知っておきたい
市議会の運営は、市民の暮らしに大きく関わっています！　今回は東近江市議会のことをあらためて紹介します！ 　
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を
尊
重
す
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

③
他
市
の
状
況
調
査
、
各
課
へ
の
照

会
や
人
権
尊
重
審
議
会
に
て
御
意
見

を
い
た
だ
く
な
ど
導
入
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
対
応

可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
周

知
し
、
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

④
毎
年
開
催
し
て
い
る
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
講
座
や
人
権
学
習
冊
子
「
ぬ

く
も
り
」で
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
町
別
懇

談
会
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
、
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

Q　
災
害
発
生
時
の
体
制
に
つ
い
て
、

①
女
性
を
は
じ
め
多
様
な
立
場
の
人

の
意
見
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制

を
避
難
所
の
開
設
と
運
営
に
反
映
し

て
い
る
か
。

②
自
治
会
の
何
割
が
自
主
防
災
組
織

を
設
立
し
て
い
る
か
。

A　
①
市
の
防
災
会
議
に
お
い
て
多

様
な
立
場
の
委
員
か
ら
意
見
を
頂

き
、
地
域
防
災
計
画
に
反
映
し
て
い

ま
す
。

②
令
和
７
年
12
月
１
日
時
点
で
、
78
・

１
％
で
す
。

Q　
高
齢
者
の
移
動
手
段
対
策
な
ら

び
に
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
、

①
高
齢
者
や
免
許
返
納
者
に
対
し
、

乗
車
料
金
の
半
額
補
助
は
可
能
か
。

②
停
留
所
の
移
動
、増
設
は
可
能
か
。

③
区
域
外
へ
の
移
動
に
補
助
が
で
き

な
い
か
。

④
登
下
校
時
に
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
を
活
用
で
き
な
い
か
。

⑤
近
江
鉄
道
株
式
会
社
発
行
の
「
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」
の
有
効
期
限
延
長
を

申
し
入
れ
る
予
定
は
。

A　
①
他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
安

価
に
設
定
し
て
お
り
、
補
助
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

②
地
元
の
要
望
に
よ
り
増
設
や
移
動

を
し
て
お
り
、
今
後
も
可
能
で
す
。

③
本
市
の
役
割
は
公
共
交
通
空
白
地

の
解
消
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
区

域
外
移
動
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

④
既
に
遠
距
離
通
学
や
熱
中
症
対
策

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
延
長
を
す
る
見
込
み
と
聞
い
て
い

ま
す
。

Q　
本
年
６
月
定
例
会
で
災
害
時
の

生
活
環
境
改
善
の
た
め
、
避
難
所
と

指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
導
入
に
向
け
た
設
計
を
行
う

と
し
、
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、

①
進
捗
状
況
は
。

②
空
調
設
備
未
導
入
の
小
・
中
学
校

に
対
す
る
水
平
展
開
は
。

A　
①
五
個
荘
中
学
校
と
朝
桜
中
学

校
の
２
校
に
つ
い
て
、
設
計
監
理
業

務
を
委
託
す
る
業
者
が
決
定
し
、
令

和
８
年
度
中
の
設
置
完
了
を
目
標
に

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
速
や
か
に
全
中
学
校
で
の
設
置
を

完
了
さ
せ
、
引
き
続
き
小
学
校
の
整

備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

Q　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
し
て

お
り
、
市
内
の
小
中
学
校

お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
に
お
け
る
学
年
閉
鎖
・

学
級
閉
鎖
、
登
園
自
粛
な

ど
が
多
く
出
て
い
る
が
、

①
子
ど
も
の
予
防
接
種
率

は
。

②
13
歳
未
満
の
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
２
回
で
、
１
回
あ
た
り
４
千

円
、
２
回
で
８
千
円
も
か
か
る
。
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

へ
の
費
用
助
成
の
考
え
は
。

A　
①
希
望
者
の
み
が
接
種
す
る
任

意
接
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
市
で
は

把
握
で
き
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省

か
ら
は
、
例
年
、
小
児
の
接
種
率
は

50
％
か
ら
60
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

②
予
防
接
種
法
に
定
期
接
種
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

対
す
る
費
用
助
成
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
滋
賀
県
が
令
和
６
年
９
月
よ
り

導
入
し
た
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

カ
ッ
プ
ル
に
「
結
婚
に
相
当
す
る
関

係
」
で
あ
る
と
の
証
明
書
を
自
治
体

が
発
行
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
つ
い
て
、

①
本
市
に
導
入
す
る
考
え
は
。

②
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
導
入
す
る
際
の
手
続
き
や
運
用
の

流
れ
は
。

④
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
市
民
へ

の
理
解
促
進
に
向
け
た
活
動
を
含
め

た
取
り
組
み
は
。

A　
①
滋
賀
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
を
準
用
し
、
宣
誓
し
た
人

を
対
象
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
形

で
、
令
和
８
年
１
月

か
ら
導
入
し
ま
す
。

②
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
理
解
を
深

め
、
性
別
に
関
わ
り

な
く
個
性
と
能
力
が

発
揮
で
き
る
社
会
に

向
け
て
、
多
様
な
性

一 般 質 問

二次元コードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

　１２月９日、１０日、１１日に２０人の議員が一般質問を行い

ました。質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホーム

ページでは、インターネットによる動画配信も行っています。
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近
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よ
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い
東
近
江
市
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日
本
共
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党
議
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団�
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一
志

学
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体
育
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へ
の
エ
ア
コ
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設
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を
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Q　
介
護
認
定
業
務
に
つ
い
て
、

①
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
処
理
が
で
き
な
い
状
況
が
生
じ

て
い
る
具
体
的
な
要
因
は
。

②
今
後
、
同
じ
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
か
。

③
毎
月
の
新
規
の
介
護
認
定
申
請
数

は
。

④
介
護
認
定
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
不
都
合
や

リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
か
。

A　
①
令
和
６
年
度
末
か
ら
令
和
７

年
度
始
め
に
か
け
て
認
定
調
査
員
の

予
期
せ
ぬ
退
職
が
続
き
、
調
査
員
の

補
充
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
認
定
調
査
の
待
機
者
数
が
増
加

し
、
認
定
審
査
期
間
の
長
期
化
に
至

り
ま
し
た
。

②
今
後
も
認
定
調
査
員
が
減
少
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
認
定
調
査
の

外
部
委
託
の
拡
大
や
認
定
調
査
事
務

に
係
る
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

③
毎
月
の
新
規
の
介
護
認
定
申
請
数

は
、
月
平
均
約
１
０
０
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

④
認
定
が
遅
れ
る
と
、
申
請
を
行
っ

た
被
保
険
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
開
始
時
期
が
遅
れ
、
日
常
生
活
や

家
族
の
介
護
負
担
へ
の
影
響
の
ほ
か

に
、
介
護
支
援
専
門
員
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
な
ど
の
支
援
業
務

が
停
滞
す
る
リ
ス
ク
も
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q　
市
が
発
行
し
て
い
る
「
広
報
ひ

が
し
お
う
み
」
の
10
年
前
、５
年
前
、

今
年
度
の
配
布
方
法
お
よ
び
配
布
世

帯
数
は
。
ま
た
、
紙
媒
体
以
外
の
閲

覧
方
法
は
。

A　
10
年
前
、
５
年
前
、
今
年
度
と

も
に
新
聞
折
り
込
み
に
よ
り
配
布
し

て
い
ま
す
。
配
布
世
帯
数
は
平
成
27

年
度
が
３
万
７
３
１
０
部
、
令
和
２

年
度
が
３
万
５
１
０
０
部
、
今
年
度

が
２
万
８
千
部
で
す
。

　
紙
媒
体
以
外
で
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
紙
閲
覧
ア
プ
リ
の
マ
チ
イ
ロ
、

多
言
語
閲
覧
ア
プ
リ
の
カ
タ
ロ
グ
ポ

ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Q　
現
在
、
本
市
に
は
４
万
８
千
世

帯
ほ
ど
あ
る
が
、
新
聞
の
複
数
購
読

や
事
業
所
で
の
購
読
を
鑑
み
る
と
半

数
ほ
ど
の
世
帯
に
し
か
配
布
さ
れ
て

い
な
い
と
推
測
で
き
る
。
自
治
会
配

布
の
方
が
、
よ
り
多
く
の
世
帯
に
配

布
で
き
る
の
で
は
。

A　
新
聞
購
読
者
の
減
少
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
配
布
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
電
子
媒
体
で
の
発
信

な
ど
、
閲
覧
で
き
る
選
択
肢
を
増
や

し
て
い
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る

市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
７
割
近

く
の
市
民
が
広
報
紙
を
読
ん
で
い
る

と
の
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

毎
月
一
日
に
確
実
に
世
帯
に
届
く
と

い
う
利
点
か
ら
、
現
時
点
で
は
新
聞

折
り
込
み
で
配
布
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
自
治
会
配
布
は
、
自
治
会
の
事
務

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

Q　
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
・
ち
ょ
こ
っ

と
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

①
利
用
者
数
の
推
移
は
。

②
利
用
者
の
年
齢
層
、
利
用
目
的
、

利
用
者
数
の
多
い
時
間
帯
お
よ
び
平

日
、
休
日
の
利
用
状
況
は
。

A　
①
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
に
か
け
て
の
利
用
者
は
、
約
９
千

人
増
の
17
万
６
千
人
で
す
。

②
年
齢
層
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

た
め
明
確
な
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

通
勤
・
通
学
や
通
院
、
買
物
を
目
的

と
し
た
利
用
が
多
く
、
利
用
者
の
多

い
時
間
帯
は
平
日
の
午
前
中
で
、
休

日
は
平
日
に
比
べ
利
用
者
が
少
な
い

傾
向
で
す
。

Q　
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
に
当
た
り
「
30
分
以
上
前
に
電

話
予
約
し
て
の
利
用
は
ち
ょ
っ
と
ね

…
」
と
話
す
高
齢
者
が
お
ら
れ
、
電

話
予
約
は
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
市

内
全
域
を
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
に
変
更

す
る
考
え
は
。

A　
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
利
用
促
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
利
用
者
が
い
な
い
時
間

帯
も
発
生
し
て
い
た
た
め
、
事
前
予

約
制
に
よ
る
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー

を
導
入
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
少
人
数
の
希
望
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
公
共
交
通

網
が
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
全
域
で
の
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
の

運
行
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
八
日
市
駅
連
絡
通
路
設
置
や
延

命
公
園
再
整
備
の
事
業
費
は
、
議
会

質
問
や
情
報
公
開
請
求
で
も
一
切
明

ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
３
月
に
は
市
か

ら
国
土
交
通
大
臣
へ
「
都
市
再
生
整

備
計
画
東
近
江
市
八
日
市
駅
前
地
区
」

計
画
文
書
が
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
「
八
日
市
駅
東
西
通
路
設
置
」

全
体
事
業
費
と
し
て
16
億
６
千
万
円

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
市
民
へ
も
議
会
へ
も
明
ら
か
に
し

な
い
姿
勢
は
不
誠
実
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

①
３
月
に
は
事
業
費
を
把
握
し
な
が

ら
な
ぜ
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
か
。

②
概
算
事
業
費
総
額
は
い
く
ら
か
。

③
財
政
協
議
、
財
政
計
画
は
で
き
て

い
る
の
か
。

④
東
側
お
よ
び
西
側
の
土
地
所
有
者

は
誰
か
。

A　
①
国
か
ら
財
政
支
援
の
予
算
枠

を
確
保
す
る
た
め
、
同
規
模
の
連
絡

通
路
の
事
業
費
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
整
備
に
係
る
概
算
事

業
費
は
、
３
月
時
点
で
は
基
本
構
想

策
定
前
で
あ
っ
た
た
め
未
定
で
し
た
。

②
東
西
連
絡
通
路
と
延
命
公
園
再
整

備
の
概
算
事
業
費
は
、
基
本
設
計
が

完
了
し
た
段
階
で
算
出
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
お
示

し
で
き
ま
せ
ん
。

③
財
政
部
局
と
協
議
し
、
財
政
計
画

に
つ
い
て
も
、
進
捗
状
況
に
合
わ
せ

て
精
査
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い

ま
す
。

④
東
側
、
西
側
の
土
地
所
有
者
は
、

市
有
地
と
民
間
所
有
地
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団�

田
郷　

 

正

八
日
市
駅
東
西
連
絡
通
路
事
業
費
は

太
陽
ク
ラ
ブ�

松
本　

喜
美

太
陽
ク
ラ
ブ�

戸
嶋　

幸
司

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を

家
に
届
か
な
い
広
報
紙

太
陽
ク
ラ
ブ�
安
田　

高
玄

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通
に

近江鉄道八日市駅東西連絡通路基本構想より
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Q　
「
飛
び
出
し
坊
や
」
は
本
市
が

発
祥
の
地
で
あ
り
、
い
ま
や
全
国
的

に
も
知
ら
れ
る
ご
当
地
キ
ャ
ラ
的
存

在
で
あ
る
。
将
来
の
地
域
振
興
・
市

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
飛

び
出
し
坊
や
を
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
生
か
せ
な
い
か
。

A　
製
作
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
飛
び

出
し
坊
や
を
は
じ
め
市
が
作
っ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
情
報

発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
昭
和
１
０
０
年
、
市
制
20
周
年

を
祝
い
制
作
さ
れ
た
百
畳
敷
東
近
江

大
凧
の
飛
揚
計
画
は
。

A　
東
近
江
大
凧
保
存
会
で
は
、
令

和
８
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
に
お
い
て
飛
揚

さ
せ
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、

本
市
も
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
飛
揚
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
に
御

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

Q　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
若
い
人
材

確
保
を
促
す
取
り
組
み
、
定
着
率
向

上
に
つ
い
て
、

①
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
数
は
。

②
中
学
生
の
職
場
体
験
受
け
入
れ
人

数
と
そ
の
成
果
・
課
題
は
。

③
人
材
不
足
が
続
く
中
で
、
現
場
職

員
の
方
に
か
な
り
の
業
務
負
荷
が
か

か
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
障
が

い
者
の
命
を
預
か
る
責
任
の
重
さ
を

踏
ま
え
、
職
員
の
負
担
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

④
若
い
人
材
の
参
入
を
促
す
取
り
組

み
や
、定
着
率
向
上
に
向
け
た
育
成・

フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。

A　
①
令
和
７
年
９
月
現
在
、
市
内

に
30
カ
所
あ
り
ま

す
。

②
今
年
度
は
５
校

か
ら
市
内
の
障
害

者
福
祉
事
業
所
に

申
し
込
み
が
あ
り
、

12
名
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
成
果
と

し
て
は
、
福
祉
施

設
で
働
く
魅
力
や

Q　
レ
イ
ラ
ッ
ク
滋
賀
Ｆ
Ｃ
に
つ
い

て
、

①
Ｊ
リ
ー
グ
へ
昇
格
し
た
時
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

②
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

A　
①
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
な
く
Ｊ
３
で

の
活
躍
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
や

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
夢
事
業
を
は
じ
め

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
続
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
本
市
の
知

名
度
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
、
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト

育
成
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　
地
域
福
祉
に
お
け
る
第
２
層
協

議
体
へ
の
支
援
や
今
後
の
方
策
は
。

A　
地
域
の
住
民
同
士
が
つ
な
が
り

支
え
合
う
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
、

住
民
福
祉
会
議
な
ど
が
中
心
と
な
り

Q　
身
近
に
あ
る
獣
害
に
対
し
、
安

全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ

い
て
、

①
関
係
部
署
が
ど
の
よ
う
な
役
割
分

担
で
体
制
を
設
け
て
い
る
の
か
。

②
緊
急
銃
猟
の
概
要
は
。

③
緊
急
銃
猟
が
実
施
で
き
る
体
制
は

構
築
で
き
る
の
か
。

A　
①
東
近
江
市
危
機
管
理
対
応
要

綱
に
基
づ
き
、対
策
本
部
を
設
置
し
、

す
べ
て
の
部
局
を
配
置
、
各
部
局
が

連
携
し
な
が
ら
市
民
の
安
全
を
守
り

ま
す
。

②
危
険
鳥
獣
が
人
の
日
常
生
活
圏
に

侵
入
し
た
場
合
な
ど
の
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
と
き
に
、
銃
器
の
使
用

に
よ
る
人
の
生
命
身
体

に
対
す
る
危
害
を
防
止

し
た
上
で
、
銃
器
を
使

用
し
て
当
該
危
険
鳥
獣

の
捕
獲
な
ど
を
行
い
ま

す
。

③
市
内
に
あ
る
６
つ
の

猟
友
会
と
緊
急
銃
猟
が

可
能
な
従
事
者
の
選
定

を
終
え
て
お
り
、
緊
急

銃
猟
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
通

じ
て
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

Q　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、

①
屋
根
や
外
壁
な
ど
か
ら
の
雨
漏
り

が
発
生
し
修
繕
が
必
要
な
施
設
数
は
。

②
東
近
江
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
の
進
捗
管
理
は
。

A　
①
修
繕
が
必
要
な
施
設
は
４
施

設
で
、順
次
修
繕
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
公
有
財
産
管
理
台
帳
の
デ
ー
タ
や

各
施
設
の
改
修
状
況
を
基
に
、
計
画

の
方
向
性
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
整

合
性
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

き
ま
す
。

Q　
近
江
鉄
道
線
や
路
線
バ
ス
を
利

用
す
る
高
校
生
に
対
し
、
通
学
定
期

券
の
一
律
半
額
補
助
は
で
き
な
い
か
。

A　
本
市
の
通
学
利
用
促
進
補
助
金

は
、
所
定
の
金
額
を
超
え
た
通
学
費

を
助
成
す
る
も
の
で
、
可
能
な
限
り

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
市
の

財
政
状
況
と
緊
急
性
を
鑑
み
る
と
、

現
時
点
に
お
い
て
は
困
難
な
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
変
さ
を
伝
え
る
機
会
を
得
ら
れ
ま

し
た
が
、
体
験
先
と
し
て
選
ば
れ
る

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
で
す
。

③
東
近
江
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議

会
の
日
中
活
動
・
人
材
確
保
部
会
や

東
近
江
市
施
設
連
絡
協
議
会
で
現
状

を
把
握
し
、
課
題
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
ま
す
。

④
東
近
江
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議

会
の
日
中
活
動
・
人
材
確
保
部
会
に

お
い
て
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、
障
害

福
祉
事
業
所
の
こ
と
や
そ
の
仕
事
内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
福
祉

の
仕
事
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
啓
発

し
て
い
ま
す
。

活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
皆
さ
ん
と
事
業
の
方
向
性

や
取
り
組
み
内
容
の
共
有
、
協
議
体

の
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
の
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の

つ
な
が
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
創
出
さ
れ
た
地
域
資
源
を

大
切
に
し
、
市
域
全
体
で
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
葉
会�

西
川　

清
里

福
祉
人
材
の
確
保
を

無
会
派�

小
梶　

昌
巳

東
近
江
市
の
シ
ン
ボ
ル
を
つ
く
ろ
う

万
葉
会�

中
村　

和
広

住
民
の
安
全
安
心
を
守
れ
！

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
大
橋　

保
治

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
ま
ち
づ
く
り

障害福祉サービスのしおり

J ３へ昇格が決まり喜ぶ選手 環境省緊急銃猟マニュアルより
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Q　
百
畳
敷
東
近
江
大
凧
の
飛
揚
に

つ
い
て
、　

①
今
回
の
昭
和
１
０
０
年
慶
祝
大
凧

の
制
作
に
参
加
さ
れ
た
方
の
意
見
や

感
想
は
。

②
保
存
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
大

凧
揚
げ
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

A　
①
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に

大
き
な
凧
の
制
作
に
関
わ
れ
て
う
れ

し
い
」「
一
つ
一
つ
の
作
業
に
達
成

感
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
市
職
員

か
ら
は
「
技
術
や
伝
統
を
引
き
継
い

で
い
く
大
切
さ
を
感
じ
た
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
大
凧
が
多

く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
ま
し
た
。

②
大
凧
は
、
制
作
か
ら
飛
揚
ま
で
が

一
連
の
民
俗
文
化
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

飛
揚
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
協
力
し
、

実
現
・
成
功
に
向
け
て
保
存
会
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
第
３
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

①
策
定
に
向
け
て
、
事
業
者
な
ど
と

Q　
子
ど
も
た
ち
が
利
用
す
る
通
学

路
で
は
ま
だ
ま
だ
危
険
箇
所
が
存
在

す
る
が
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

①
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
幅
員
確
保
の
た
め
、

溝
蓋
の
設
置
を
は
じ
め
段
差
解
消
や

障
害
物
撤
去
を
す
べ
き
で
は
。

②
自
転
車
通
行
の
安
全
確
保
は
。

③
高
校
生
が
自
転
車
で
安
全
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
、
歩
道
や
自
転
車

道
な
ど
の
道
路
環
境
整
備
は
、
公
共

交
通
網
が
十
分
で
な
い
地
域
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
視
点
で
あ
り
、
最
優

先
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
と
考
え
る
が

見
解
は
。

④
公
共
交
通
網
の
充
実
と
既

存
の
道
路
・
新
設
バ
イ
パ
ス

に
歩
道
設
置
す
る
こ
と
は
、

ど
ち
ら
が
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
優
れ
、現
実
的
か
。

A　
①
利
用
者
の
転
落
防
止

や
円
滑
な
通
行
に
つ
な
が
る

対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
自
治
会
や
占
用
者
と
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
県
、
警
察
、
学
校
と
連
携

Q　
急
激
に
進
む
少
子
化
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

①
直
近
５
年
間
で
出
生
数
が
一
桁
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
区
は
。

②
直
近
５
年
間
の
愛
東
南
お
よ
び
愛

東
北
小
学
校
区
内
の
出
生
数
は
。

③
現
時
点
で
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

④
こ
ど
も
未
来
部
の
見
解
は
。

A　
①
市
原
、
山
上
、
愛
東
南
、
愛

東
北
、
湖
東
第
二
、
能
登
川
北
小
学

校
区
で
す
。

②
令
和
２
年
度
は
南
小
学
校
区
（
以

下
、南
）16
人・北
小
学
校
区（
以
下
、

北
）
14
人
、
３
年
度
は
南
12
人
・
北

13
人
、
４
年
度
は
南
６
人・北
６
人
、

５
年
度
は
南
12
人
・
北
10
人
、
６
年

度
は
南
６
人
・
北
４
人
で
す
。

③
今
後
現
れ
て
く
る
小
規
模
校
区
の

多
く
は
、
隣
接
す
る
校
区
も
同
様
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
単
純
な
統
合

だ
け
で
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
は

難
し
く
、
地
域
振
興
そ
の
も
の
に
関

わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆

様
の
思
い
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
望

Q　
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

に
基
づ
い
た
令
和
９
年
末
の
蛍
光
灯

照
明
器
具
の
製
造
終
了
に
向
け
、
今

後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
在
庫
不
足
や

交
換
作
業
の
増
加
に
よ
る
工
事
費
の

高
騰
が
予
想
さ
れ
る
。

　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
お
よ

そ
３
０
０
施
設
に
上
り
、
学
校
や
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、
多
く

の
蛍
光
灯
を
使
用
す
る
施
設
で
は
、

計
画
的
な
更
新
が
求
め
ら
れ
る
。

　
市
内
公
共
施
設
に
お
け
る
蛍
光
灯

の
総
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。ま
た
、

期
限
を
定
め
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画
を
作

成
す
べ
き
で
は
。

A　
蛍
光
灯
の
管
理
は
施
設
所
管
課

で
実
施
し
て
お
り
、
全
体
で
総
量
を

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
所
管
課

が
各
々
の
施
設
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

改
修
な
ど
の
必
要
性
を
検
討
し
た
上

で
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
予
定
で

あ
り
、
計
画
の
作
成
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

Q　
河
川
敷
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
ト
イ
レ
環
境
に
つ
い
て
の

の
意
見
交
換
の
場
は
あ
る
の
か
。

②
延
命
公
園
再
整
備
や
八
日
市
駅
東

西
連
絡
通
路
整
備
事
業
は
第
３
期
計

画
に
も
反
映
さ
れ
る
予
定
か
。

A　
①
中
心
市
街
地
に
関
わ
る
事
業

者
や
若
者
な
ど
の
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
い
き
ま
す
。

②
第
１
期
か
ら
計
画
し
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
本
市
の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
重
要
な
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
計
画
に
位
置

付
け
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
、
安
全
な
通
行
に
つ
い
て
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。

③
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

歩
道
な
ど
の
整
備
に
は
、
費
用
や
時

間
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
地
域
に
応

じ
た
安
全
対
策
を
迅
速
に
講
じ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

④
公
共
交
通
網
整
備
と
道
路
整
備
で

は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
比

較
す
る
こ
と
は
一
概
に
で
き
ま
せ
ん
。

歩
行
者
・
自
転
車
の
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
な
が

ら
総
合
的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
し
い
教
育
環
境
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
、
丁
寧
な
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
学
校
の
姿
を
と
も
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
全
市
的
な
少
子
化
や
保
育
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
よ
り
、
幼
稚
園
単
独
で
の

運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
認
定
こ
ど
も
園
化
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
状
認
識
は
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
改

善
計
画
や
整
備
す
る
考
え
は
。

A　
河
川
区
域
を
活
用
し
た
施
設
で

は
、
川
の
流
れ
を
妨
げ
る
よ
う
な
建

物
な
ど
の
設
置
に
は
多
く
の
制
約
が

あ
る
た
め
、
移
動
式
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
定
期
的
な
清
掃

と
見
回
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ト
イ
レ
の
改
善
計
画
や
整
備
に
つ

い
て
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
計
画
的

な
更
新
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
山
本　

直
彦

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ
り
方
と
は

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

鈴
木　

則
彦

百
畳
敷
大
凧
よ
大
空
へ

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

澤
居　

寛
明

蛍
光
灯
製
造
中
止
へ
の
市
の
対
応
は

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
澤　

由
男

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

１００畳敷東近江大凧「慶祝　昭和１００年」危険な通学路（川合町付近）

すこやかの杜グラウンド・ゴルフ場のトイレ
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Q　
蒲
生
地
区
で
は
、
び
わ
こ
空
港

整
備
に
関
連
し
た
臨
空
都
市
構
想
の

元
リ
ゲ
イ
ン
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
用
地

を
有
し
て
い
る
が
、
平
成
12
年
に
び

わ
こ
空
港
整
備
計
画
は
白
紙
と
な
り
、

地
元
住
民
は
そ
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
、

長
い
年
月
の
間
、
土
地
の
活
用
を
待

ち
続
け
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
滋
賀
県
産
業
立
地
戦
略

に
基
づ
く
「
県
と
市
町
の
連
携
に
よ

る
産
業
用
地
開
発
事
業
」
の
予
定
地

と
し
て
採
択
さ
れ
、
地
元
自
治
会
も

こ
の
機
運
を
逃
さ
な
い
よ
う
全
面
的

に
協
力
す
る
体
制
を
準
備
さ
れ
て
い

る
。
二
度
と
塩
漬
け
状
態
に
戻
ら
な

い
よ
う
に
と
願
う
が
、

①
地
元
協
力
自
治
会
や
地
元
地
権
者

に
情
報
提
供
を
行
っ
た
の
か
。

②
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
企
業
誘
致
の
目
標
時
期
は
。

A　
①
対
象
と
な
り
得
る
地
権
者
と

地
元
自
治
会
に
対
し
て
、
事
業
説
明

や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
自
治
会
か
ら
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

へ
幅
広
く
周
知
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

Q　
中
学
校
の
成
績
評
価
に
つ
い
て
、

①
本
市
の
成
績
評
価
は
絶
対
評
価
か
、

相
対
評
価
か
。

②
評
定
の
「
５・４・３・２・１
」
の

基
準
は
。

A　
①
本
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的

に
各
教
科
の
到
達
目
標
に
個
人
が
ど

れ
だ
け
達
成
し
て
い
る
か
の
判
断
に

よ
る
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
、
い
わ

ゆ
る
絶
対
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
学
習
指
導
要
領
に
示
す
目
標
に
照

ら
し
て
、そ
の
達
成
状
況
を
「
知
識・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の

３
つ
の
観
点
別
に
評
価
し
、
そ
の
学

習
状
況
か
ら
最
終
的
に
５
段
階
評
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
全
国
的
に
、
外
国
籍
児
童
の
特

別
支
援
学
級
の
在
籍
率
は
日
本
人
の

約
２
倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
日
本
語
の
理
解
不
足
と
障

が
い
の
判
断
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

①
外
国
籍
児
童
生
徒
の
特
別
支
援
学

級
在
籍
数
と
在
籍
率
は
。

Q　
琵
琶
湖
干
拓
事
業
は
、
琵
琶
湖

の
内
湖
を
農
地
に
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
戦
中
戦
後
に
食
糧
増
産
を
目
的
と

し
、
40
余
り
あ
っ
た
と
さ
れ
る
琵
琶

湖
の
内
湖
の
う
ち
15
カ
所
が
干
拓
さ

れ
、
本
市
で
は
小
中
之
湖
干
拓
地
と

大
中
の
湖
干
拓
地
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
干
拓
地
内
に
集
落
を
設
け
、
道
路

や
橋
に
よ
っ
て
他
集
落
や
商
業
地
な

ど
と
結
ば
れ
て
い
る
。
両
地
と
も
昭

和
中
期
に
完
成
し
た
が
、
特
に
道
路

や
橋
の
狭
さ
と
老
朽
化
が
問
題
で
、

必
要
な
改
善
を
望
む
声
が
多
い
が
、

①
車
両
の
通
行
に
お
い
て
、
狭き

ょ
う
あ
い隘
な

道
路
や
橋
な
ど
は
な
い
か
。

②
直
近
の
橋
梁
点
検
の
結
果
と
安
全

対
策
は
。

③
市
と
大
阪
大
学
が
連
携
し
進
め
て

い
る
、
橋
の
微
細
な
ひ
ず
み
を
感
知

す
る
新
技
術
を
活
用
で
き
な
い
か
。

A　
①
一
級
河
川
大
同
川
に
架
か
る

市
道
橋
２
橋
は
狭
隘
で
す
。

②
福
堂
橋
の
一
部
で
損
傷
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
車
両
の
重
量
規

制
を
実
施
し
、
橋
梁
の
修
繕
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q　
人
手
不
足
や
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
小
規
模
事
業
者
の
倒
産
率

が
増
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
域
を
担
う
で
あ
ろ
う
ロ

ー
カ
ル
・
ゼ
ブ
ラ
企
業
創
出
に
向
け

た
支
援
策
の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
考

え
る
が
「
ゼ
ブ
ラ
企
業
創
出
・
育
成

の
た
め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
定
着
に
む

け
た
支
援
・
分
析
（
イ
ン
パ
ク
ト
評

価
を
用
い
た
連
携
・
支
援
実
証
調

査
）」
に
係
る
実
証
地
域
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
平
成
28
年
度
か
ら
公
益
財
団
法

人
東
近
江
三
方
よ
し
基
金
に
本
市
が

委
託
し
取
り
組
ん
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
事
業
な
ど
、
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ

ス
の
手
法
を
使
っ
て
解
決
す
る
取
り

組
み
の
実
績
が
市
内
に
は
蓄
積
さ
れ

て
い
て
、
今
も
多
く
の
事
業
が
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
の

た
め
の
新
た
な
展
開
と
し
て
計
画
し

て
い
た
「
森
里
川
湖
イ
ン
パ
ク
ト
フ

ァ
ン
ド
制
度
設
計・実
証
事
業
」
が
、

国
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ロ
ー
カ

②
現
在
、
県
が
基
本
計
画
の
策
定
と

測
量
調
査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

は
地
権
者
の
登
記
関
係
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
県
が
公
表
し
て
い
る

現
時
点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
以
降
に
環
境
影

響
評
価
、
設
計
業
務
、
用
地
買
収
な

ど
に
着
手
し
、
令
和
10
年
度
に
工
事

着
工
、
令
和
12
年
度
に
分
譲
開
始
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
販
売

予
約
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
県

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
日
本
人
児
童
生
徒
の
特
別
支
援
学

級
在
籍
数
と
在
籍
率
は
。

③
現
在
の
支
援
員
・
指
導
員
の
配
置

は
充
足
し
て
い
る
の
か
。

A　
①
32
人
で
、
11
・
４
％
で
す
。

②
６
３
５
人
で
７・４
％
で
す
。

③
県
内
他
市
と
比
べ
て
も
、
力
を
入

れ
て
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
子
ど
も
た
ち
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
指
導
体

制
や
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

③
実
証
事
業
の
有
効
性
が
確
認
で
き

れ
ば
、
福
堂
橋
へ
の
活
用
も
検
討
し

ま
す
。

Q　
令
和
７
年
産
主
食
用
米
の
一
等

比
率
が
極
端
に
低
い
が
、
そ
の
原
因

の
分
析
と
改
善
策
は
。

A　
県
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
多
照

や
病
害
虫
被
害
が
品
質
低
下
の
大
き

な
要
因
と
し
て
い
ま
す
。
暑
さ
に
強

い
品
種
へ
の
転
換
、
地
力
の
向
上
、

適
正
な
水
管
理
、
病
害
虫
防
除
な
ど

が
重
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

ル
・
ゼ
ブ
ラ
企
業
創
出
・
育
成
の
た

め
の
環
境
整
備
の
趣
旨
と
合
致
し
、

国
の
実
証
地
域
と
し
て
採
択
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
両
者
の
取
り
組
み

が
、
全
国
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
と
同
時
に
、

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今

ま
で
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十

分
に
生
か
し
、
今
後
の
本
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

森　

 

鉄
兵

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

奥
村　

忠
彦

成
績
評
価
と
特
別
支
援
学
級
の
現
状

長
い
年
月
、
塩
漬
け
の
土
地
が

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

青
山　

孝
司

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

田
井
中　

丈
三

干
拓
地
と
の「
架
け
橋
」安
全
に
！

地域エコシステムの全体像 日本語指導教室の様子

総重量３トン未満に通行制限した福堂橋 産業用地開発予定地（鈴町地先）
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Q　
市
内
で
次
々
と
建
設
さ
れ
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
、
部
局
横
断

に
よ
る
本
市
独
自
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

設
置
規
制
条
例
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
は
。

A　
現
在
、
国
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

設
置
に
伴
う
諸
課
題
を
踏
ま
え
、
太

陽
光
発
電
事
業
の
さ
ら
な
る
地
域
共

生
・
規
律
強
化
に
向
け
た
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
を
規
制
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
環
境
、
防
災
、
森
林
保
全
な

ど
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
水
源
地
と
な
る
山
林
を
守
る
た

め
の
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

見
解
は
。

A　
本
市
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
の
実
現
を
目
指
し
て
「
東
近
江

市
１
０
０
年
の
森
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え

た
森
林
づ
く
り
や
資
源
利
用
を
進
め

て
い
ま
す
。
市
域
の
56
％
を
占
め
る

森
林
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
だ
け
で

な
く
生
物
多
様
性
や
歴
史
、
文
化
の

創
造
な
ど
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
べ
き
大
切
な
財
産
で
す
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
外
国
資

本
な
ど
に
よ
る
土
地
取
得
に
対
す
る

国
の
新
た
な
規
制
な
ど
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
森
里
川
湖
が
つ
な
が

る
豊
か
な
東
近
江
市
域
の
根
源
で
あ

る
森
林
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い

け
る
よ
う
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
﨑　

 

彰

森
里
川
湖
の
恵
み
を
次
の
世
代
に

令
和
７
年
度  

東
近
江
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
報
告

　
東
近
江
市
議
会
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生

時
に
議
会
と
し
て
迅
速
に
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続

計
画
）
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
市
周
辺
に
存
在
す
る
活

断
層
の
特
徴
や
、
直
下
型
地
震
・
海

溝
型
地
震
に
つ
い
て
専
門
的
な
説
明

を
受
け
、
地
域
が
直
面
し
得
る
災
害

リ
ス
ク
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
一
昨
年
１
月
の
石
川
県
で

の
地
震
直
後
の
映
像
を
視
聴
し
た
こ

と
で
、
災
害
を
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
捉
え
、
地
域
全
体
で
備
え
る
姿
勢

の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
技
研
修
で
は
、
避
難
所

で
実
際
に
使
用
す
る
テ
ン
ト
式
ト
イ

レ
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
簡
易
ベ

ッ
ド
の
組
み
立
て
を
体
験
し
、
設
営

の
手
順
や
使
用
感
を
確
か
め
ま
し
た
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
が
避
難
生
活

に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
災
害
用
ト
イ
レ
の
備
え
の
重

要
性
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
災
害
対
応
力
を
高
め

る
こ
と
は
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た

め
の
重
要
な
責
務
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
も
、
日
頃
か
ら
の
備
蓄
や
地

域
で
の
声
か
け
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

２２２２人人にに聞聞ききままししたた
今 年 の 漢 字 は ？

西﨑　 彰
東近江市民クラブ
この漢字は「そしじ」と
読みます。意味は愛、感謝。
調和を表し、人間としての
存在意義を表す字です。私
が目指す人間像です。

西川　清里
万葉会

市民の暮らしや悩みに寄
り添う姿勢を大切にした
いです。

寄

松本　喜美
太陽クラブ

人と関わり、学び、視野
を広げ、自分自身の土台
を耕す一年にします。

耕

澤居　寛明
東近江市民クラブ
議員２年目。学びを力に
変え、市政を一段上のス
テージへ。市民とともに、
未来へ大きく跳ね上がる
一年に。

跳

小梶　昌巳
無会派

当選時の初心を忘れず、
市民の皆様の声に寄り添
いながら歩む一年にする。

初

鈴木　則彦
東近江市民クラブ
老若男女、市民の皆さん
誰もが夢を描ける「中心
市街地」。これからも盛
り上げてまいりましょう。

街

吉坂　 豊
公明党

右・左だとイデオロギー
に偏るのではなく、立党
精神「大衆とともに」「現
場第一主義」の中道政治
で働きます。

中

安田　高玄
太陽クラブ

生活を平穏無事に災害の
少ない暮らしを望む「平」
全ての人が平和でありた
い「平」です。

平

山中　一志
日本共産党議員団
様 々 な 困 難 に 満 ち た 現 代。
困難の原因を自らの煩悩と
とらえ、その縁起を把握・
克服する解脱・涅槃への道
を志一つに求めていきます。

志

森　 鉄兵
東近江市民クラブ
与えられた職責を尽くす
一年に。現場で声を聞き、
できることを一つずつ形
にし、やり残しなく形に
したい。

尽

山本　直彦
東近江市民クラブ
自分自身の能力や知識を
向上させるために、自ら
進んで主体的に切り開き、
磨きをかける一年にする。

拓

西村　和恭
東近江市民クラブ
「やわらぐ」「おだやか」

「のどか」「以和為貴」「和
顔愛語」。名の一字。自
分らしくを貫きます。

和

戸嶋　幸司
太陽クラブ

とにかく聴く！市民の声
を聴いて聴いて聴きまく
る一年にしたいと思いま
す！

聴

西澤　由男
東近江市民クラブ
新しい時代の幕開けを
感じる新春。たとえ立
ちはだかる困難にも、
覚悟新たに希望をもっ
て挑戦していこう。

旭

大橋　保治
東近江市民クラブ
何事にも心をもって接し
たいです。自分自身には
厳しい心を持って、一心
不乱頑張ります。

心

中村　和広
万葉会

妥協や感情に流された主
張ではなく、互いに分か
り合って調和や協調して
いくことを大切にしてい
きます。

和

青山　孝司
東近江市民クラブ
健康な体が人生や仕事、
あらゆる活動の最も大切
な土台となります。基礎
体力強化で頑張ります。

健

田井中 丈三
東近江市民クラブ
　「農是国本」農村の石
碑によく刻まれています。
農業が国家の基盤という
意味で、食糧は命を紡ぐ
源です。

農

市木　 徹
東近江市民クラブ
足元を固め確実に歩んで
いくことが目標です。「履
践・践行」安心の暮らし
と市の成長をみな様にお
届けします。

践

田郷　 正
日本共産党議員団
世界では国際法を無視、
国内でも憲法無視の政治
が横行。市は森の文化博
物館新設一直進。市民の
声を聴け。

怒

奥村　忠彦
東近江市民クラブ
多くのご縁と市民の皆さ
まの支えという惠にめぐ
まれ、学びと行動を重ね
一年感謝の気持ちで進み
ます。

惠

山下　敦司
公明党

一つ一つの事柄に対し、
自己研鑽に励み、皆様の
負託にお応えできるよう
働いてまいります。

惟

議会だより 1415 議会だより

２２人に聞きました 一般質問 ／ 令和７年度  東近江市議会ＢＣＰ研修報告
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3 月定例会の予定

※各日とも午前９時３０分から開始します。

※３月１７日のみ午後１時から開始します。

※日程および時間は、変更になる場合があります。

　東近江市議会では、皆さまの傍

聴をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に市役所本館３階の議会事務局窓

口までお越しください。

　本会議の中継は、東近江スマイ

ルネットのコミュニティチャンネ

ルでご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

2/22 23 24 25
開会

26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9
代表質問

10
一般質問

11
一般質問

12
予算決算
委員会

13
総務・福祉教育
こども委員会

14

15 16
総務・福祉教育
こども委員会

17
福祉教育こども・
産業建設委員会

18
産業建設
委員会

19 20 21

22 23
予算決算
委員会

24 25
閉会

26 27 28

東近江市議会だより

令和７年１２月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本
共産党 公明党 万葉会 会派

無

結　

果

賛
成
・
反
対

奥
村　

忠
彦

澤
居　

寛
明

森　
　

鉄
兵

山
本　

直
彦

青
山　

孝
司

鈴
木　

則
彦

西
村　

和
恭

田
井
中
丈
三

西
﨑　
　

彰

西
澤　

由
男

市
木　
　

徹

大
橋　

保
治

松
本　

喜
美

戸
嶋　

幸
司

安
田　

高
玄

山
中　

一
志

田
郷　
　

正

山
下　

敦
司

吉
坂　
　

豊

西
川　

清
里

中
村　

和
広

小
梶　

昌
已

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案は、全会一致で可決されました。詳細は、市ホームページで「東近江市議会」と検索してご覧ください。

議案第73号 
東近江市森の文化推進条例の制定について

可　

決

19
・
２

○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号 
東近江市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

可　

決

19
・
２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号 
東近江市スポーツ施設条例の一部を改正する
条例の制定について

可　

決

19
・
２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第94号 
東近江市特別職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可　

決

19
・
２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

　
早
い
も
の
で
令
和
８
年
も
２
月
に
入
り
ま

し
た
。
衆
議
院
議
員
総
選
挙
も
こ
の
広
報
紙

が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
結
果
が
判
明
し
、

新
た
な
内
閣
が
発
足
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
毎
日
の
よ
う

に
政
治
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
議
会
の
仕
組
み
や
仕

事
内
容
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
国
民
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
市
議
会
議
員

が
普
段
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
私
た
ち

の
仕
事
内
容
に
ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
号
よ
り
紙
面
を
プ
チ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
表
紙
を
一
新
す
る
と
と
も
に
「
22
人

に
聞
き
ま
し
た
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま

し
た
。
各
議
員
の
人
と
な
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。�

戸
嶋  

幸
司

　市ホームページの他にも、無料アプリ
「マチイロ」で「議会だより」を配信し
ています。市の広報紙や行政情報もご覧
になれますので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を編

集
後
記


